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　2017年3月3日にニフティ労働組合はニフティ株式会社との労働協議会を開催いたしました。
　労働協議会は経営と労働組合との間で課題を意見を交換し、意思疎通と労働生産性の
維持向上を図るために設定するものです。
今回はニフティ再編のに伴う事業計画説明の予定などについて説明いただき、
質疑応答を通じて労使間で情報や課題の共有を図りました。

以下にその内容を報告させていただきます。

労働協議会報告

	日　時：2017年3月3日（金）10:00－12:00
場　所：応接会議室（17F社長室横）
参加者：会社／三竹社長、野上執行役員
　　　　組合／西原委員長、佐々木副委員長、宮坂書記長、宮代書記次長、
　　　　　　　池田顧問、矢野副委員長（記）

内容：
1.	労働協議会について
2.	今回の分社の目的と、承継会社、分割会社それぞれの今後の事業計画について
3.	今後の労働条件について
4.	ジョブローテーションで部署異動となった方への配慮について
5.	IoTデザインセンターならびにIoTビジネス企画部への説明について
6. 	配属の公開について



1. 労働協議会について
	西原委員長
	労働協議会は、労使相互間の意志疎通と労働生産性の維持向上を図ることが目的。今回は、主にニフティ再編について話をしたい。
　労働協約には、労働協議会は非公開とされているが、今回の協議内容は組合員の多くが関心を持っており、分社に対しての理解を得るために労働協議会報告という形で組合員に公開したい

	三竹社長
	承知した。



2. 今回の分社の目的と、承継会社、分割会社それぞれの今後の事業計画について
	西原委員長
	分社の目的、ならびにそれぞれの会社の事業計画の全社向けの説明予定があれば教えていただきたい。

	三竹社長
	新ニフティについては、3月27日にもう一度全社会議を行う予定だ。
前回は全社まとめて実施したが、次回は新ニフティで勤務する社員を対象とした会議を実施するつもりだ。今後、目指すべき方向性について話すつもりだ。役員からのコメントも考えている。

富士通クラウドテクノロジーズについては、4月1日以降に実施すると聞いている。
新社長就任が4月1日なので分社前の説明会は難しいが、4月になるべく早く実施したいと言っていた。

	西原委員長
	現場に降りてくる情報が小出しで、4月1日に向けて現場は疲弊している状態である。
全社会議の場では、是非みんな一緒にやっていこうという前向きなメッセージを出して欲しい。



3. 今後の労働条件について
	西原委員長
	承継会社（新ニフティ）の人事制度などの労働条件は、3年間は変わらないと伺ったが、改めて説明願います。分割会社（富士通クラウドテクノロジーズ）でも、変更があれば説明願います。

	三竹社長
	今現在、３年後のことについて具体的な議論をしていないが、会社業績の悪化等、特段の事情がない限りは、現行制度の運用を継続していきたいとは考えている。

制度をより良くするため、在宅勤務、テレワークなど社会情勢にあわせて、働き方を変えることはあるかもしれない。
ノジマは従業員を大事にしている。従業員が幸せだと思えること、会社も成長することが大事に考えている。流通業の中では離職率が低い会社であることも事実だ。

	野上執行役員
	保険は変わるものがある。新ニフティの場合、富士通グループ団体保険制度については、退職者団体というカテゴリーになって配当率が下がったり、掛け金が上がったりする。富士通グループ団体保険制度以外の保険でも団体扱いにならない場合がある。

	西原委員長
	3年後のことについては承知した。ノジマと一緒になることや、今後の社会情勢に合わせて働き方を変えていくことがあると思う。その際は、いまの評価制度の課題点なども合わせて、ぜひとも労使で知恵を出しあってよりよい働き方ができるようすすめていきたい。

	西原委員長
	分割会社側の人員が極端に減ることに不安がるという声を聞く。管理職の大半が新ニフティの配属となるが、どのように考えているかをお聞きしたい。

	野上執行役員
	富士通グループのリソースを活用する等で対応することになる。現在検討中である。コーポレート系は、今回の分割で人数が減るが、社員数に対してのコーポレートグループの人員比率で考えると問題はないと思っている。勤怠管理や購買システムなど富士通の制度を使うことで効率化も可能と考えている。



4. ジョブローテーションで部署異動となった方への配慮について
	西原委員長
	部署異動の際、将来もとの部署に戻ることになると言われていたにも関わらず、現部署が基準となって配属が決定され、異議申出の権利も与えられず不満という声がある。どういったケアをしていくつもりか？

	野上執行役員
	個別に考慮した方が良いケースもあるかもしれないが、基本的には、通知書どおりの配属が望ましい。現業で判断するしかないというのが大原則である。



5. IoTデザインセンターならびにIoTビジネス企画部への説明について
	西原委員長
	IoTビジネス企画部の組合員から、配属先の通知について、納得いかないと相談を複数受けている。通知書には、IoT推進業務はニフティに承継すると書かれている一方で、IoTデザインセンター業務はニフティに承継しないと書かれている。どう解釈すればよいのか？

	三竹社長
	分社後もニフティ株式会社ではIoT推進業務を行う。
クラウド事業は富士通クラウドテクノロジーズに残る。
IoT推進事業の中で、クラウドでIoTプラットフォームを構築しているエンジニアの方はクラウド事業に従事しているものとして、富士通クラウドテクノロジーズに残る。
富士通クラウドテクノロジーズでも現在のお客様に迷惑をかけてはいけないので、IoT推進業務を企画する人も数名は残る。

一方、ニフティでもクラウドのエンジニアが全く居ないと困る場面はあると思う。
したがって、双方の会社が関係を密にする必要があると考えている。過渡期は両社での連携が重要だと考えている。

	野上執行役員
	IoTビジネス企画部の方々はクラウドのエンジニアではないので、ニフティでIoT推進業務に従事している社員ということだ。ただ現在は、IoT推進事業では企画とエンジニアが一体となって上手くまわっているところは確かにあって、そこを止めるつもりは無い。会社を超えてシームレスにやれる形を構築していきたい。

	宮坂書記長
	社員が納得して分社を迎えることは、会社のためでもある。
今後も継続して社員への説明をお願いします。



6. 配属の公開について
	西原委員長
	[bookmark: _GoBack]誰がどちらの会社に配属となるのかが分からないと今後の仕事の計画が立たないという声がある。

	野上執行役員
	どのタイミングが適切かを含め検討する。




以上





